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問１ 「Aならば Bである」が成り立つとします。次の（  ）内には Aか Bを、また
［  ］内にはつなぎの言葉を、日本語で入れなさい。 
a （  ）は（  ）［       ］必要条件である。 













































もあるのではないか。例えば、２つの集合 Pと Qについて、集合 Qが集合 Pを部分集合と













































 「条件ｐは、未知の条件 Xが成り立つための必要条件である」 
とき、これを 
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2. 自然数 xと yに関する次の条件 A)と B)のうち、より「強い」条件はどちらですか。
（自然数 xと yについて、「xy≧(xと yの最小公倍数)」となることに留意せよ） 
A)  xと yの最小公倍数は 100以上である。 
B) xyは 100以上である。 
   （   ）が強い。 
 
3. 自然数 xに関する次の条件 A)と B)のうち、より「強い」条件はどちらですか。 
A)  xは 100以上である。 
B)  xは 101以上である。 
（   ）が強い。 
 
4. 次の集合 Xと Yについて、どちらがどちらを含みますか。 
Xは、平面内のすべての正方形の集合。 Yは、平面内のすべての台形の集合。 
    （   ）は （   ）を含む。 
 
5. 四角形 Fについての次の条件 A)と B）のうち、より「強い」条件はどちらですか。 
A)  四角形 Fは正方形である。 
B)  四角形 Fは台形である。 
（   ）が強い。 
図 3 調査問題の内容 
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  先に視点３について、調査の２、３番の問題の結果を基に述べる。 









  視点２について、調査問題の３、４，５番の結果を基に述べる。 
設問の４，５番は視点２に対応する設問として設けたものである。4 番の正答率が





不正解 2 7 
正解 1 10 
表中の数は、回答数である（全回答数２０）。これを見ると、4番の正解者数 17名（全
体の 85%）のうち、7 名（全体の 35％）は集合としての包含関係は分かったものの、
それらの集合を表す条件間の関係について、5番においては「強い条件」を正しく読み
取れていない。 
ところで、3 番の問題に目を向けてみると、3 番の設問にある２つの条件（自然数 x
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